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例 ′ 百

1。 本報告書は地方特定道路整備事業島垣外 0宮洞線道路改良事業に伴い実施された,飯田市伊賀

良三日市場所在の埋蔵文化財包蔵地柵口遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2.発掘調査は飯田市建設部からの委託を受け,飯田市教育委員会が実施した。

3.調査は平成 8年度に現地調査を, 9年度整理作業及び報告書作成作業を行った。

4。 発掘調査及び整理作業は一貫 して遺跡名に略号MSGを用いた。

5。 発掘調査位置は国土基本図の区画, LC-84に位置し (社団法人日本測量協会 1969 「国土

基本図図式 同適用規定」参照), グリッド設定は株式会社ジャステックに委託した。

6.本書は吉川金利が執筆・編集を行い,月 林ヽ正春が総括した。

7.本書に掲載した遺構図の中に記 した数字は,それぞれの深さ (cm)を表している。

8。 本書に関連する出土品及び諸記録は飯田市教育委員会が管理し,飯田市考古資料館で保管して

いる。

I 調査の経過

柵口遺跡の所在する飯田市伊賀良地区は国道153号バイパス (通称アップルロー ド)・ 運動公園

通 りなど当市の主要道路が開通 して以来,開発が急激に進み,そ の沿線の市道の改良が増してきた。

島垣外・宮洞線道路改良事業 もその一つであり,事業が埋蔵文化財包蔵地内で行われるため,事
業主体者である飯田市建設部土木課と長野県教育委員会,飯田市教育委員会の三者に於いて埋蔵文

化財保護協議を行った結果,当該遺跡の状況が不明であるため,試掘調査を行い遺構・遺物が確認

された場合,発掘調査を行って記録保存をするという結論が出た。

上記の保護協議の結果に基づき,平成 9年 1月 20日 に対象地区の一部に於いて トレンチによる試

掘調査を行った結果,竪穴住居址・ ピットと思われる遺構が確認されたため,そ の箇所を拡張 して

発掘調査を行 う事とした。 2月 7日 より重機にて表土剥ぎを行い,10日 より作業員による精査を開

始 した。また,建造物・耕作物などの処理ができていない箇所においては3月 12日 より重機で トレ

ンチを設定 し,遺構・遺物の有無を確認 した。計 4本の トレンチ調査を行い,遺構・遺物が出土 し

拡張 して調査 したのは 1箇所であった。また, 3月 17～ 21日 に写真及び図面などの諸記録の基本整

理を行い,平成 9年 5月 20日 より出土遺物の整理・ 図面整理等を開始 し,本報告書の刊行となった。

査 組 織

調査団

調査担当者 佐々木嘉和  吉川 金利

調査員 吉川 豊  山下 誠一  馬場 保之  ｀
下平 博行

業員 鳴海 紀彦  細田 七郎  山田 康夫  吉川 和夫
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事務局

飯田市教育委員会博物館課

矢沢 与平 (博物館課長～ 9。 3) 小畑伊之助 (博物館課長 9。 4～ )

小林 正春 (埋蔵文化財係長)   牧内  功 (庶務係)

吉川  豊 (埋蔵文化財係)    山下 誠一 (埋蔵文化財係)

馬場 保之 (  〃   )    吉川 金利 (  〃   )

福澤 好晃 (  〃   )    伊藤 尚志 (  〃   )

下平 博行 (  〃   )

Ⅲ 調 査 結

今次調査に於いて確認された遺構は下記のとおりである。なお,遺構・遺物が検出されなかった

トレンチについては詳細は省略 し,位置のみ表示する (表紙調査位置図参照)。

O竪穴住居址 (弥生時代後期)1軒
・ ピット  (中 世)  ・

1.竪穴住居址

1号住居址 (挿図 2)

検 出 位 置 AH-11 覆 土 削平されてなし

重

複

切   る 床 面 たたき状で良好

切 られる 中世 ピット
住

巳

主  柱  穴 Pl～ 3

規

模

ｏ
形

状

プ ラ ン 隅丸方形 貯  蔵  穴

規 模m (2.95)× (2.95)
川

内

施

設

入 口

主  軸 N44° W 炉

・
竃

形 状 新 :土器埋設炉  旧 :炉縁石を有する地床炉

壁 高cm 0 規 模cm 新 :(45)× 45   1日 :50× (40)

状  態 削平されてなし 特記事項 新旧あり

出土遺物 (挿図 2)

甕 (土器埋設炉に使用,
二次焼成受け文様・調整等不明)

特記事項

炉址新旧あるが,増築・改築の痕跡は見 られない。

時 期 1弥生時代後期 根 拠 出土土器

2.ピ ット

調査区北西側で検出 した。掘立柱建物址の柱穴の可能性が高いが,建物単位 として把握できたも

のはない。その多 くが覆土の状況か ら中世に位置付けられる。
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Ⅳ ま と ,め

調査した面積・遺構等が少なく遺跡の状況が十分に把握できたとはいえないが,気付いた点を掲

げ, まとめとしたい。

弥生時代後期の竪穴住居址が 1軒確認された。該期の集落は当地方では普遍的に見られる。本遺

跡に於いては詳細は不明であるが, トレンチ調査で該期の遺構が検出されなかったという点から,

小規模な集落であったと思われる。検出された住居址の炉址は新旧あり,旧炉は地床炉で新炉は土

器埋設炉であった。当地方では該期の炉址の形態としては他に石組炉がある。これらの形態の違い

は如何なる意図があるのか,なぜ作り替えたのか,現状では不明であるが他の遺跡等と比較するな

ど今後究明していく必要があると思われる。

当該地はその小字名から「柵口遺跡」とされているが,中世期の「三日市場城址」であるともさ

れている。これらは密接な関係にあり,『ませぐち』は所謂「馬柵口」で,馬小屋の横木または牧

場の柵の横棒の意であり,つ まりは馬関係の施設を示すと考えられる。故に今次調査で確認した中

世期と思われるピ,卜 は馬関係の施設の可能性がある。前述したように建物単位では把握できなかっ

たが注目される点である。

以上のように今後の問題点や確認された事を述べてきたが, これらを解決するべく今後の周辺の

開発には十分留意し,本遺跡の性格を明らかにしていきたい。

挿図 1遺 構 分 布 図
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写 真 図 版

柵口遺跡調査前近景

1号住居址炉址

l号住居址

重機作業 スナップ

調査スナップ及び委託測量スナ ップ ′
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日 名 柵口遺跡

一昌 圭
日 名

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

編 著 者 名 吉川金利
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コ  ー  ド IIヒ 糸葦 東 緯
調 査 期 間

調査面積

」
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市町村 1遺跡番号

ませ ぐち い せき

柵 口 遺 跡 飯田市三日市場

1067--11也

35

29

17

137

48
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平成9年 1月 20日

から

平成9年3月 12日

130 市道改良

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 言己 事 項

柵 口 遺 跡 集落址 弥生時代

中世

竪穴住居址

ピット

弥生甕 。中世期「三日市場城址」の馬関係の建物柱穴

か ?

柵  口 遺  跡
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